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昨日まで世界になかったものを。
旭化成株式会社

受賞代表者───代表取締役社長　蛭田　史郎　氏
広告活動────2007年 8月 1日から 08年 3月 24日まで、朝

日、毎日東京、読売、日経、東京、産経東京、日
刊工業、フジサンケイ ビジネスアイ、宮崎日日
に 3回シリーズで展開。シリーズ継続中。2連
版全30段＋全15段、2連版全30段、全15段す
べてカラー。テレビCM、ラジオCM、ウェブサ
イトと連動

企画・扱い ───電通
制作──────電通、ディッシュ、ロボット
制作スタッフ──Pro＝高橋大、CD＝平山浩司、AD・D＝中嶋貴

久、C＝磯島拓矢、Ph＝藤井保

企画の概要と選定理由
人びとの「いのち」と「くらし」に貢献する経営理念とそれを実現する
同社の持つ高い技術力を伝えるシリーズ広告。世界中に共通する「環
境」「医療」といったさまざまな問題を、インパクトある写真とコピー
により2連版全 30 段で表現し、次ページでそれに対する答え＝企業
活動としての取り組みを全 15 段で紹介した。スプリット広告手法と
クリエーティブ豊かな表現により読者への訴求を高め、企業価値の
増大とブランド力の向上に成功した。
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広辞苑　第六版「ことばには、意味がある。」
株式会社岩波書店

受賞代表者───代表取締役社長　山口　昭男　氏
広告活動────2007年11月3日から08年6月30日まで、予約開始

告知・発売告知・販売促進・贈答促進の各編を朝日、
毎日、読売、日経、東京、産経、北海道、中日、西日本
など43紙に掲載。全15段（カラーとモノクロ）、全 5
段、全 3段（いずれもモノクロ）。駅張りポスター、書
店店頭 POP、交通広告と連動。異業種とのコラボレ
ーションを展開

企画──────岩波書店
制作・扱い ───電通
制作スタッフ──CD＝若梅哲也、石田茂富、AD＝大坪亮、C＝福井秀

明、保持壮太郎、D＝金田有記、鈴木純平
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企画の概要と選定理由
10 年ぶりに全面改訂した国語辞典の発売キャンペーン広告。辞書の読者
層と重複する新聞広告に重点を置き、予約開始告知から発売告知、贈答促
進などを目的としたきめ細かな広告展開は商品の認知にとどまらず、それ
自体がニュースとなった。特に発売日には「ことばには、意味がある。」を
統一テーマに、著名人8人を起用して、その人にふさわしい言葉を配した
広告を制作し、全国 43 紙に掲載するなど読者にインパクトを与えた。紙
面と連動した立体的なプロモーション活動とも相乗して初回の販売目標
を達成、紙媒体の価値と新聞広告の力を再認識させた。
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教育の「いま」と「これから」を語る
大谷製鉄株式会社

受賞代表者───代表取締役社長　大谷　壽一　氏
広告活動────2007年 3月 1日から 08年 4月 1日まで、北日本に

全14回シリーズで展開。全15段カラー
企画・制作 ───北日本新聞社広告局
扱い──────電通西日本富山支社
制作スタッフ──Pro＝北日本新聞社広告局、CD＝谷田東吾、室井秀

峰、AD＝森本曉、C＝室井秀峰、D・I＝佐伯伸
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企画の概要と選定理由
「社会がどのようにあるべきか」という問題を「教育」の側面から考察し、
問題提起したシリーズ広告。いじめを苦にした子どもの自殺、必修科目の
未履修問題など富山県内で起きた教育問題を受け、不登校、ニート問題な
ど、現代の子どもたちを取り巻くさまざまな課題を、専門家や地域の人へ
の丹念な取材により浮き彫りにし、読者に強く印象づけた。「変化する社
会と時代の要請に正面から向き合い、応えることで地域発展に貢献し続
ける」という企業姿勢のアピールに成功し、地域社会における同社の存在
意義を増大させた。
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「社長、曰く。」
キヤノンマーケティングジャパン株式会社

受賞代表者───代表取締役社長　村瀬　治男　氏
広告活動────2007年5月21日から12月3日まで、朝日、毎日、読

売、日経、東京、産経、北海道、中日、西日本など、第1
弾：52紙、第2弾：55紙に掲載。第1弾：全5段、第2
弾：全7段（いずれも日経、日経産業、日経MJ、日刊工
業、フジサンケイ ビジネスアイは全15段）、すべてカ
ラー。雑誌広告と連動。贈呈用オリジナル額装を制作

企画・制作 ───博報堂
扱い──────博報堂、電通
制作スタッフ──エグゼクティブCD＝柴田常文、CD＝武内寛雄、AD＝

槇大、C＝村越安高、デザインPro＝澤村彰子、照井英
夫、美術＝古川秋人、D＝中村弘志、吉元英明、佐藤隆
広、Ph＝西田宗之、西部裕介、小林大輔、CG＝宮本准
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企画の概要と選定理由
地域社会の活性化に貢献する企業に協力し、その業務課題に共に取り組
もうとする企業姿勢を全国 1,800 社の企業経営者の「座右の銘」を通して
訴求したシリーズ広告。47都道府県ごとに「県花」、「各県の名山」をモチ
ーフにした2種類のビジュアルを制作し、各地元紙に紹介した。新聞の持
つ地域性を最大限に活用した手法が読者の話題を喚起し、ブランド力の
強化に成功した。また座右の銘の収集にはビジネスパートナーや同社の
1,600 人の営業担当者が大きな役割を果たし、地元企業とのきずなを深め
た。

◉
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口内衛生をトゥギャザーしようぜ！
サンスター株式会社

受賞代表者───代表取締役社長　濱田　和生　氏
広告活動────2008年 3月 1日から 15日まで、朝日、読売、北海

道、河北、中日、中国、徳島、西日本に掲載。雑報計
51種類をマルチ展開。カラーとモノクロ（徳島のみ
モノクロ）。交通広告と連動

企画──────マッキャンエリクソン
制作──────マッキャンエリクソン、青山クリエイティブスタジオ、アマナ
扱い──────マッキャンエリクソン、電通関西支社
制作スタッフ──CD＝宮下正夫、AD＝牧野亜紀子、C＝梅沢俊敬、D

＝宮島啓輔、金子貴俊、Ph＝青山たかかず
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企画の概要と選定理由
普及が期待される液体オーラルケア商品の認知促進を目指し、社会面を
中心に展開した雑報マルチシリーズ広告。人気タレントと格言を組み合
わせた斬新な試みとユーモアあふれるフレーズは、ビジュアルと相まって
読者に大きなインパクトを与えた。2週間にわたり全51種類、連日3種類
以上の広告を掲載することで、読者に翌日の掲載への期待感を醸成した
ほか、車両広告との相乗効果で幅広い認知を獲得した。新聞の小スペース
と対向面を有効活用した広告展開で、新聞広告の新たな表現領域の開拓
に成功した。

◉


